
クッキング教室開催
2 月 15 日、総合保健福祉会館『さわやかセ
ンター』調理室において、中郷保育所さくら組
（5歳児）のクッキング教室が開催されました。
教室では、町食生活改善推進員の皆さんの
ご協力により、トマトやツナを挟んだサンド
イッチとフルーツポンチを皆で楽しく調理し
て、おいしくいただきました。

主な内容
平成 27年度町連結財務書類 4表を公表…

町の地域貢献・社会貢献活動団体……

人間ドック・脳ドックの受診費用の一部を助成…

『子宮けいがん検診』『乳がん検診』『骨粗しょう症検診』集団検診…

犬の登録と狂犬病予防注射…………
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町の財務書類

●連結財務書類とは
普通会計のほか、自治体を構成するその他の特別会計、自治体と連携協力して行政サービスを実施している
関係団体や法人を一つの行政サービスの実施主体とみなして、その資産および負債・行政コスト・資金収支など
の状況を明らかにする財務書類です。
※矢印（→）は財務書類 4表の相互関係を表したもの、（　）内は前年度比較増減です

町民 1人あたりの貸借対照表

資　産
244.8 万円
（＋5.5 万円）

負　債
54.6 万円（＋2.7 万円）

純資産
190.2 万円（＋2.8 万円）

平成 28年 3月 31日現在
住民基本台帳人口　47,439 人（▲ 85人）

平成27年度
阿見町連結財務書類4表を公表します

財政課財政係☎888−1111（222）

町では、これまで整備した資産や借入金といった負債などのストック情報、行政サービス提供のために発生したコ
スト情報など、町の財政状況を町民の皆さまにより詳しく知っていただくために、新地方公会計制度（「総務省方式改
訂モデル」）による連結財務書類 4表（貸借対照表・行政コスト計算書・純資産変動計算書・資金収支計算書）を作成しま
した。詳細については、ホームページをご覧ください。

（※）各指標は全国統一的に用いられる普通会計の数値としています

貸借対照表（バランスシート）とは、会計年度末（3月 31 日）時点（出納整理期間中の増減を含む）に町が
住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、その財産をどのような財源（負債・純資産）で賄
っているかを総括的に対照表示した財務書類です。

貸借対照表

資産 1,161.4 億円（＋24.2 億円） 負債 258.9 億円（＋12.1 億円）

純資産 902.5 億円（＋12.1 億円）

町が所有している財産の内容と金額で、行政サービ
スの提供能力を表しています。

地方債や退職手当引当金など、将来世代が負担する
ものです。

1. 公共資産 1,035.3 億円（＋27.6 億円）
（庁舎・学校・道路など）
2. 投資等 59.4 億円（＋1.1 億円）
（投資および出資金・長期延滞債権など）
3. 流動資産 66.7 億円（▲4.5 億円）
（財政調整基金・歳計現金・未収金など）

1. 固定負債 235.4 億円（＋10.0 億円）
（地方債・退職手当引当金）
2. 流動負債 23.5 億円（＋2.1 億円）
（翌年度償還予定地方債・賞与引当金）

国・県からの補助金や税金などで過去・現世代が負担
してきたものです。うち、歳計現金　25.4 億円（＋1.6 億円）

公共資産の財源のうち、将来世代が負担しなければならない割合です。

現世代負担比率（純資産／公共資産） 90.7％（▲ 1.3%）
公共資産の財源のうち、これまでの世代の負担（すでに納付された税
金など）で賄われた割合です。

■社会資本形成の世代間比率（※）

将来世代負担比率（地方債／公共資産） 17.4％（▲ 0.1%）

貸借対照表から分かること

将来世代負担比率が低く、現世代負担比率が高いため、将来世代への
負担が比較的少ないと言えます。

阿見町の連結範囲
普通会計
▼一般会計

一部事務組合・広域連合
▼茨城県市町村総合事務組合▼茨城租税債権管理機構
▼龍ケ崎地方衛生組合▼稲敷地方広域市町村圏事務組合
▼牛久市・阿見町斎場組合▼茨城県後期高齢者医療広域連合

公営事業会計
▼国民健康保険特別会計▼農業集落排水事業特別会計
▼公共下水道事業特別会計▼介護保険特別会計
▼土地区画整理事業特別会計
▼後期高齢者医療特別会計▼水道事業会計

地方三公社・その他関係団体
▼阿見町土地開発公社
▼社会福祉法人阿見町社会福祉協議会

◇　家計にたとえると　◇
資産（住宅・車・定期預金等）が 244.8 万円です。
一方、まだ払い終わっていないローン残高（負
債）が 54.6 万円あります。純資産は 190.2 万
円で、資産の 78％は支払いが終わっています。



3　広報あみ 4月号通常版　2017.3.24

町民の視点にたったまちづくり

行政コスト計算書
1 年間の行政活動のうち、福祉サービスやごみ収集といった資産形成に結びつかない行政サービスに係わる
経費と、その行政サービスの対価として得られた財源を対比させた財務書類です。

経常行政コスト（A）281.5 億円（＋29.2 億円） 経常収益（B） 105.8 億円（＋11.4 億円）

純経常行政コスト（A）－（B）
175.7 億円（＋17.8 億円）

資産形成に結びつかない 1年間の行政サービス（福
祉サービス・ごみ収集など）を提供するために要した
経費を表したものです。

ごみ処理手数料など、主に行政サービス提供の過程
で得られた受益者負担金を表したものです。

1. 人にかかるコスト 31.8 億円（＋7.4 億円）
（報酬・職員給与・手当など）
2. 物にかかるコスト 73.2 億円（＋2.4 億円）
（賃金・物品購入・委託料など）
3. 移転支出的なコスト 170.7 億円（＋19.1 億円）
（社会保障給付費など）

1. 使用料・手数料 3.6 億円（▲0.2 億円）
（施設使用料・住民票発行手数料など）
2. 分担金・負担金・寄附金 59.2 億円（＋10.4 億円）
（下水道工事負担金など）

地方税や地方交付税といった一般財源で賄わなけれ
ばならないコストを表しています。

4. その他のコスト 5.8 億円（＋0.3 億円）
（地方債の利子など）

3. その他 43.0 億円（＋1.2 億円）
（保険料・事業収益など）

純資産変動計算書
町の純資産（貸借対照表に計上）が、1年間にどの
ように増減したかを表している財務書類です。

資金収支計算書
町の 1年間の資金（＝現金）が、どのように増減
したかを性質別に 3つに区分した財務書類です。

1. 経常的収支 33.6 億円（＋3.4 億円）
（経常的な行政活動にかかるもの）
2. 公共資産整備収支 ▲11.4 億円（▲0.4 億円）
（公共資産の整備など）
3. 投資・財務的収支 ▲20.6 億円（＋2.4 億円）
（地方債の償還・基金積立金など）

期末資金残高 25.4 億円（＋1.6 億円）
（平成 27年度末）

当期収支 1.6 億円（＋5.4 億円） 当期変動高 12.1 億円（▲11.0 億円）

2. 一般財源 99.1 億円（＋3.1 億円）
3. 国・県からの補助金など75.3 億円（▲ 2.4 億円）
4. その他 13.4 億円（＋6.1 億円）
（資産評価差額など）

期末純資産残高 902.5 億円（＋12.1 億円）
（平成 27年度末）

期首資金残高 23.8 億円（▲3.8 億円）
（平成 26年度末）

期首純資産残高 890.4 億円（＋23.1 億円）
（平成 26年度末）

1. 純経常行政コスト▲175.7 億円（▲ 17.8 億円）

（経常収益／経常行政コスト）

経常的収支の黒字分で他の不足分を賄っており、全体
として黒字となっています。
また、期末資金残高の 25.4 億円を翌年度以降の財源
として繰り越しています。

純経常行政コストを一般財源や国・県からの補助金な
どで賄うことができたため、純資産が増加しました。

資金収支計算書から分かること

◇町民1人あたりの行政コスト計算書◇
経常行政コスト 59.3 万円（＋6.2 万円）

－ 経常収益 22.3 万円（＋2.4 万円）
純経常行政コスト 37.0 万円（＋3.8 万円）

■受益者負担比率（※）　　3.6％（▲0.4％）

普通会計の行政コスト計算書における経常収益の経常
行政コストに対する割合です。行政サービスに対して受
益者がどれだけ負担しているか分かります。

行政コスト計算書から分かること

行政サービスの大部分が受益者負担以外の税金などで賄
われています。

行政サービス（福祉サービス・ごみ収集など）の提供に 1
人あたり 59.3 万円かかり、そのうち 22.3 万円は保険料
や手数料で負担され、残りを地方税などの一般財源で賄
ったことになります。

純資産変動計算書から分かること
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人がつながるまちづくり

阿見町の
地域貢献・社会貢献活動団体

町民活動センター　☎888ー2051　／　町民活動推進課　☎888ー1111（272）

次回の「NPO・ボランティア設立・運営勉強会」は 4月 21日（金）実施予定です。市民活動団体の活動日時や
その他講座についての情報は、上記のホームページまたは町民活動センターだよりをご覧ください。

■町民活動センターってどんなところ？
町民活動センターでは、町民が行う自発的で営利を目的としない社会貢献のための活動（市民活動）や市

民活動団体の自主的な運営をサポートするさまざまな取り組みを行っています。また、ボランティア・社会
貢献団体・企業・行政等の異なる各団体が連携・協働しやすい環境づくりを推進し、活動意欲のある町民の皆
さんと各団体を繋ぐお手伝いもしています。お気軽にご利用ください。

■主な活動内容
▼市民活動に関する相談　　　　　　　　　　　 ▼市民活動団体に関する情報の収集・発信
▼会議・打ち合わせスペースの提供　　　　　　　▼補助金や助成金およびイベント等の情報提供
▼『町民活動センターだよりえがお』の発行　　　▼『広報あみ』やホームページでの情報発信
▼ NPO法人やボランティア団体の設立・運営勉強会の実施（毎月第 3金曜日午後 6時から）

■どんな人が利用できるの？
市民活動に興味をお持ちの町内在住・在勤・在学の個人もしくはそれら個人で組織されている団体。

■利用方法は？
▼利用時間：火曜日～日曜日　午前 10時～午後 9時　　▼休館日：月曜日および年末年始

利用区分 内　容

会議スペース
最大 20人で使用できるテーブルとホワイトボードがあります。研修などに利用で
きます。事前の利用申請（2か月前から予約可）が必要です。

談話スペース
最大 5人で使用できるテーブルが 2台あります。打ち合わせなどに利用できます。
事前の申請不要。利用者が調整のうえ、お気軽にご利用ください。

コピー機・印刷機
市民活動に関する書類であれば、チラシや報告書等の印刷に利用できます。ただし、
印刷用紙は各自持ちこみでお願いします。利用料金については、当センターへお問
い合わせください。

パソコンコーナー インターネットに接続できるパソコン 1台が無料で利用できます。

■『町民活動センター』のホームページがあります
ホームページでは、センターの利用案内、

会議スペースの予約状況、各種お知らせ、市
民活動団体の紹介など、さまざまな情報を掲
載しています。
右記のQRコードからもアクセスできま

す。ぜひ、ご覧ください。
▼ホームページURL：http://ami-cac.org/

「阿見町町民活動センター」
阿見町阿見 2958（マイアミショッピングセンター 3階）☎ 888－2051

町民活動センター
（マイアミ・ショッピングセンター内）

『町民活動センター』は、市民活動団体の情報や活動する場を提供するとともに、『町民活動センター』は、市民活動団体の情報や活動する場を提供するとともに、
市民活動団体・企業・行政等の異なる特徴を持つ各主体が連携する協働によるまち市民活動団体・企業・行政等の異なる特徴を持つ各主体が連携する協働によるまち
づくりを推進しています。今回は、町民活動センターについて紹介します。づくりを推進しています。今回は、町民活動センターについて紹介します。

▲センターのホーム
　ページのQRコード

◀
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
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人間ドック・脳ドックの受診費用の
一部を助成しています

健
診
を
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

町
の
集
団
健
診
に
お
い
て
特
定

健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
を
受

診
す
る
と
、
人
間
（
脳
）
ド
ッ

ク
の
助
成
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
な
お
、
ド
ッ
ク
に
含
ま
れ

て
い
な
い
検
査
は
、
町
の
集
団

健
診
な
ど
で
受
診
で
き
ま
す

■
助
成
額

●
人
間
ド
ッ
ク
…
2
3
0
0
0
円

●
脳
ド
ッ
ク
…
…
3
0
0
0
0
円

■
申
込
方
法

▼
申
込
期
間
：
3
月
29
日
〜
平
成

30
年
2
月
28
日
（
土
・
日
・
祝
日

お
よ
び
年
末
年
始
を
除
く
）

▼
申
込
方
法
：
実
施
検
診
機
関
に

予
約
後
、
本
人
が
保
険
証
を
持

参
の
う
え
、
直
接
国
保
年
金
課

ま
た
は
う
ず
ら
出
張
所
に
申
し

込
む
（
随
時
受
付
。
同
一
世
帯

の
場
合
は
代
理
申
請
可
。
電
話

申
し
込
み
不
可
）。
決
定
後『
助

成
決
定
通
知
書
』
を
交
付
（
う

ず
ら
出
張
所
で
申
請
の
場
合
は

後
日
郵
送
）

▼
受
診
可
能
期
間
：
4
月
1
日
～

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
。
希

望
日
で
の
受
診
が
可
能
（
検
診

機
関
の
予
約
状
況
に
よ
る
）

国
保
年
金
課
で
は
、
被
保
険

者
の
み
な
さ
ん
の
健
康
を

守
り
生
活
習
慣
病
な
ど
を
予
防
す

る
た
め
に
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
を
受
け
る
人
に
受
診
費
用
の

一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

■
助
成
条
件

▼
町
の
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

で
、
次
の
❶
と
❷
の
両
方
を
満

た
す
人

❶
助
成
申
請
時
に
国
民
健
康
保
険

税
の
未
納
が
な
い
世
帯
に
属
す

る
人

❷
助
成
申
請
時
に
満
30
歳
以
上

（
脳
ド
ッ
ク
は
満
40
歳
以
上
）

の
人

▼
町
の
後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保

険
者
で
、
助
成
申
請
時
に
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
の
未
納
が

な
い
人

※
助
成
は
、
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド

ッ
ク
の
い
ず
れ
か
に
限
り
、
年

度
内
1
人
1
回
に
限
り
ま
す

※
脳
ド
ッ
ク
は
、
前
年
度
に
脳
ド

ッ
ク
の
助
成
を
受
け
た
人
は
対

象
に
な
り
ま
せ
ん

※
現
在
治
療
中
・
妊
娠
中
の
人
は
、

医
師
に
相
談
の
う
え
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い

※
人
間
（
脳
）
ド
ッ
ク
を
受
診
す

る
人
は
、
町
の
集
団
健
診
に
お

い
て
特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者

町国民健康保険・後期高齢者医療の保険証をお持ちの皆さまへ

人間ドック・脳ドックの受診費用の
一部を助成しています

●●
受
診
期
間
は
4
月
1
日
か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す

※
申
込
期
間
は
3
月
29
日
か
ら
平
成
30
年
2
月
28
日
ま
で
と
な
り
ま
す

■実施検診機関
町で指定している検診機関です。

医療機関 住　所 電話番号

霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター 阿見町中央 3ー20ー1 887ー4563

筑波メディカルセンターつくば総合健診センター つくば市天久保 1ー2 856ー3500

牛久愛和総合病院総合健診センター 牛久市猪子町 896 873ー4334

つくばセントラル病院健診センター 牛久市柏田町 1589ー3 874ー7985

土浦協同病院予防医療センター 土浦市おおつ野 4ー1ー1 846ー3731

龍ケ崎済生会病院総合健診センター 龍ケ崎市中里 1ー1 0297ー63ー7178

鳥越クリニック脳ドックセンター 牛久市女化町 223ー5 874ー8823

神立病院健診センター 土浦市神立中央 5-11ー2 831ー9711

筑波学園病院健診センター つくば市上横場 2573ー1 836ー1983

日立製作所土浦診療健診センタ 土浦市神立東 2ー27ー8 831ー5830

筑波大学附属病院つくば予防医学研究センター つくば市天久保 2ー1ー1 853ー4205

国立病院機構霞ヶ浦医療センター 土浦市下高津 2ー7ー14 822ー5050
※土浦協同病院予防医療センター・日立製作所土浦診療健診センタ・筑波大学附属病院つくば予防
医学研究センターでは、人間ドックのみの受付となりますのでご注意ください

国保年金課☎888ー1111

みんなでささえ愛…こくほ
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『子宮けいがん検診』『乳がん検診』
『骨粗しょう症検診』
＜集団健診＞

申込期間・申込方法・申込先

■申込期間
4月 20日（木）まで（必着）
※6月の検診を申し込みされた人には 5月中旬に、1月の検診を申し込みされた人には 12月中旬ごろに、
それぞれご案内をお送りします

■申込方法
7 ページの集団健診申込用紙に必要事項を記入し、次の❶❷いずれかの方法でお申し込みください。
❶郵送での申し込み（はがきまたは封書）
❷総合保健福祉会館『さわやかセンター』来館による申し込み
※電話やファックスによる申し込みはできません
※申し込みされた日時が希望者多数の場合、別日程でのご案内をさせていただきますのでご了承ください
（先着順ではありません）。なお、初日に希望が集中する傾向があります

■申込先
〒 300ー0331　阿見町阿見 4671ー1　健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセンター』内）

●対象年齢は平成 30年 3月 31日までの到達年齢

検診名 対象年齢 検査内容 自己負担額

子宮けいがん検診 20 歳以上 子宮けい部細胞診
※ 2年に 1回の検診をお勧めします（国の指針より） 800円

乳がん検診

※右記❶～❸の検
査のうち、いずれか
1つ

30 ～ 56歳
（昭和 36年 4月 1日～	
昭和 63年 3月 31日生まれ）

❶乳房超音波検査 700 円

40歳以上
※ 2年に 1回

❷乳房マンモグラフィ検査（2方向）：40～ 49歳
　※片方の乳房につき、2枚撮影 1,200 円

❸乳房マンモグラフィ検査（1方向）：50歳以上 700円

骨粗しょう症検診

25 ～ 65歳
（昭和 27年 4月 1日～	
平成5年3月31日生まれ）
　※男女ともに可

超音波でかかとの骨密度を測定 700 円

対象年齢・自己負担額

■下記に該当する人はご注意ください
▼子宮けいがん・乳がん検診共通：▽痛み・しこり・不正出血等の自覚症状のある人（医療機関で診察を受けて
ください）▽医療機関で治療中または経過観察中の人（主治医にご相談ください）
▼子宮けいがん検診：▽子宮全摘出等で子宮けい部を摘出している人・妊娠中の人（検診を受診できません）
▽子宮けいがん検診を初めて受ける人（医療機関健診を受診してください）

▼乳がん検診：▽妊娠中の人・授乳中の人・豊胸手術を受けている人・カテーテルやペースメーカーを挿入して
いる人（検診を受診できない場合があります。お問い合わせください）

町では、7ページ記載の日程で子宮けいがん・乳がんおよび骨粗しょう症の集団健診を行います。この機会
に検診を受け、健康管理に役立てましょう！　また、医療機関健診を希望される人は 8ページをご覧ください。

自分の健康は自分で守る
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日時・場所

検診項目により実施日時が異なりますので、下表にてご確認のうえ、お申し込みください。
※乳がん検診・骨粗しょう検診のみの人は、原則『午前』の検診で受診してください
※一定人数以上の応募がない場合、集団健診の日程が減ることがあります。ご了承ください
※子宮：子宮けいがん検診、超音波：乳房超音波検査、マンモ：乳房マンモグラフィ検査、骨粗：骨粗しょう症検診

期　日
検診項目／受付時間

場　所
午　前10時～ 10時 30分 午　後 0時 15分～ 1時

6 月 5日（月） 超音波・マンモ 子宮・超音波・マンモ
総合保健福祉会館
『さわやかセンター』

6月 6日（火） 超音波・マンモ・骨粗 子宮・超音波・マンモ・骨粗 かすみ公民館

6月 19日（月） 超音波・マンモ・骨粗 子宮・超音波・マンモ・骨粗
総合保健福祉会館
『さわやかセンター』

6月 20日（火） 超音波・マンモ 子宮・超音波・マンモ
本郷ふれあいセンター

6月 21日（水） 超音波・マンモ・骨粗 子宮・超音波・マンモ・骨粗

6 月 26日（月） 超音波・マンモ・骨粗 子宮・超音波・マンモ・骨粗

総合保健福祉会館
『さわやかセンター』

6月 27日（火） 超音波・マンモ 子宮・超音波・マンモ

平成 30年
1月 17日（水）

超音波・マンモ・骨粗 子宮・超音波・マンモ・骨粗

1 月 26日（金） 超音波・マンモ 子宮・超音波・マンモ

集団健診申込用紙

自分の健康は自分で守る

■集団健診申込用紙

氏　名 生年月日
大正・昭和・平成
　　　年　　月　　日（　　歳）

電話番号
※連絡の取れる番号をご記入ください

　 住所
阿見町

希望する
検診

（希望する検診に○をつけてください）

子宮けいがん検診
（20歳以上）

乳がん検診（いずれか１つ）
骨粗しょう症検診
（25～ 65歳）超音波

（30～ 56歳）

マンモグラフィ
※2年に 1回
（40歳以上）

希望する
日時

実施日時をご確認のうえ、希望日時をご記入ください。
　・希望無し

　・希望あり　　　　　　　　　希望日：　　　月　　　日（午前・午後）
　　※子宮けいがん検診は午後のみの実施となります

4 月 20日（木）締切 ※先着順ではありません

または

▶
コ
ピ
ー
し
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
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●対象年齢は平成 30年 3月 31日までの到達年齢

健診名 対象年齢 検査内容等 自己負担額

成人健康づくり健診 20 ～ 39歳 問診・身体計測（腹囲測定を含む）・血圧測定・尿検査・	
血液検査（脂質・肝機能・血糖・腎機能） 1,500 円

胸部レントゲン検診 40 歳以上 胸部レントゲン検査（65歳以上は結核検診を含む） 500円

喀
かくたん

痰検査
40 歳以上の	
該当者

喀痰細胞診
※対象：胸部レントゲン検診を受診する人のうち、
『喫煙年数×1日の本数』が 600以上の人

1,100 円

胃がん検診

40 歳以上

胃レントゲン検査（バリウム検査） 3,100 円

大腸がん検診 免疫便潜血検査（検便） 300円

前立腺
せん

がん検診 50 歳以上 血液検査
※対象：男性のみ 1,100 円

肝炎ウイルス検査
（Ｂ型・Ｃ型）

40 歳以上の	
該当者

血液検査
※対象：過去に町の肝炎ウイルス検査を受けたこと
がない人

1,100 円

腹部超音波検診 40 歳以上 肝臓・胆のう・すい臓・じん臓・ひ臓の超音波検査 2,400 円

骨粗しょう症検診 25 ～ 65歳 超音波でかかとの骨密度を測定（男女ともに可） 900円

がん検診・成人健康づくり健診の

『医療機関健診』
をご利用ください

医療機関でのがん検診・成人健康づくり健診の受診をご希望の人は『医療機関健診』をご利用ください。
なお、集団健診とは自己負担額が異なりますので、ご注意ください。また、受診できる医療機関は検査内容

により異なりますので、お問い合わせください。

がん検診・成人健康づくり健診の医療機関健診

自分の健康は自分で守る
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■申込方法
受診券を発行しますので次のいずれかの方法でお申し込みください（電話やファックスでの申し込みはできません）。
◦窓口での申し込み
▼健康づくり課（総合保健福祉会館『さわやかセンター』内）
▼うずら出張所　※子宮けいがん検診のみお申し込みできます

◦郵送による申し込み
健康づくり課のホームページから『医療機関健診受診券交付申請書』・『医療機関健診質問票』をダウンロード
していただき、郵送で申し込むことができます。申込方法の詳細は下記のページをご覧ください。
▼医療機関健診（町ホームページ　http://www.town.ami.lg.jp/0000001103.html）
▼子宮けいがん検診・乳がん検診（町ホームページ　http://www.town.ami.lg.jp/0000001104.html）

◦注意事項
次に該当する人は申し込みできませんのでご注意ください
▼今年度すでに人間ドックや脳ドックを受診した人または受診予定の人▼町の集団健診を受診予定の人

※ドックや集団健診で受診しない項目は、お申し込みできます。健康づくり課までお問い合わせください
◦自己負担額の免除について
次に該当する人は、町が実施する健診は無料になります。申込時に手帳等の証明できるものをご提示ください。
▼身体障害者手帳に記載されている身体上の障害の程度が 1級または 2級の人
▼精神障害者保健福祉手帳で法律施行令第 6条第 3項に規定する障害等級 1級の人
▼療育手帳に記載されている障害の程度がⒶまたはAの人
▼生活保護受給者

■受診できる医療機関
▼医療機関健診：霞ヶ浦成人病研究事業団健診センター（東京医科大学茨城医療センター敷地内）
▼子宮けいがん検診・乳がん検診：近隣の医療機関で受診できます。詳しくは、健康づくり課までお問い
合わせください

■申込期間　4 月 3日（月）～平成 30年 2月 28日（火）

■受診可能な期間　受診券発行日から 3か月間　※最終受診日は平成 30年 3月 31日（土）です

●対象年齢は平成 30年 3月 31日までの到達年齢

検診名 対象年齢 検査内容等 自己負担額

子宮けいがん検診 20 歳以上
子宮けい部細胞診
※医師の判断で体部細胞診可（追加料金:1,200 円）
※ 2年に 1回の検診をお勧めします（国の指針より）

2,200 円

乳がん検診

※右記❶～❸の検査

のうち、いずれか１つ

30 ～ 56歳 ❶乳房超音波検査 1,300 円

40歳以上

※２年に１回

❷乳房マンモグラフィ検査（2方向）：40～ 49歳 1,800 円

❸乳房マンモグラフィ検査（1方向）：50歳以上 1,300 円

子宮けいがん検診・乳がん検診

自分の健康は自分で守る
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を受けましょう！

国民健康保険（国保）加入の皆さまへ

『特定健康診査』
ご自身の健康を守るため　年に一度は健康チェックを！

国保年金課☎888ー1111

町国保では、40 ～ 74 歳までの被保険者の皆さんの生活習慣病予防のため、『特定健康診査（特定健診）』を
実施しています。ご自身の健康管理のためにも健診は毎年継続して受けましょう。

特定健診は次のうちいずれか 1つの方法で年度内に 1回受診してください

特定健診の『医療機関健診』について

■個別健診・・・詳しくは下記「特定健診の『医療機関健診』について」
▼町国保が指定する医療機関でご自身の希望日に受診ができます

■人間ドック・脳ドック・・・詳しくは 5ページ
▼町国保が指定する医療機関でご自身の希望日に受診ができます

■集団健診・・・日程・申込方法は『広報あみ 6月号』に掲載します
▼総合保健福祉会館・地区公民館を会場に行う集団健診です。事前に申し込みが必要です
▼平成 27年・28年のいずれかに集団健診を受診された人には、5月下旬に案内通知・申込書をお送りします

特定健診の内容

対　象 検査内容 自己負担額

40 歳（ 平 成 30 年
3月 31日までに40
歳に到達する人）～
74歳の国保加入者

▼基本項目：問診・身体計測・血圧測定・脂質検査
・肝機能検査・血糖検査・尿検査

▼詳細項目：心電図検査・貧血検査・眼底検査
▼追加項目：腎機能検査
※検査項目は医療機関によって異なります。
詳細は国保年金課へお問い合わせください

▼集団健診　1,300 円
▼個別健診　1,300 円
▼人間・脳ドック　検査費用から助成額（人間
ドック 23,000 円・脳ドック 30,000 円）を控除し
た額（特定健診以外の検査項目を含む）
※ドック検査費用は医療機関によって異なりま
す。詳細は国保年金課へお問い合わせください

■受診方法
受診医療機関に直接申し込みをしてください。
受診の際には、『保険証』と『特定健康診査受診券』
が必要です。
※受診券は国民健康保険に加入している特定	
健康診査対象の人に 3月下旬に送付します

※年度内に町の集団健診または人間（脳）ドック
を受診される人は受診できません

■受診可能期間
4 月 1日～平成 30年 3月 31日

■受診できる医療機関（町と契約している医療機関）
町内の医療機関のみを抜粋しています。このほか、町外の医
療機関もありますのでお問い合わせください。

医療機関 住所 電話番号
霞ヶ浦成人病研究事業団健診
センター

中央 3ー20ー1 887ー4563

あみ小林クリニック 若栗 1765ー1 888ー2200
阿見第一クリニック 中郷 2ー30ー6 887ー3511
印南クリニック 荒川本郷 1329ー1 834ー2222
さかえ医院 中央 4ー8ー24 888ー2662
なるしま内科医院 本郷 1ー22ー1 869ー4820
南平台メディカルクリニック 南平台1ー2213ー2 888ー0888
脳と心のクリニック 南平台1ー32ー1 819ー4047

自分の健康は自分で守る
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ワンちゃんも家族の一員です

犬の登録と
狂犬病予防注射

動物愛護の普及啓発

環境政策課☎888ー1111（252）

■犬の登録
犬を取得した日（子犬の場合は生後 90日を経過した日）から 30日以内に、町に登録を申請してください。登録が
済むと鑑札が交付されますので、犬の首輪等に着けておいてください。
登録は、環境政策課窓口のほか、狂犬病予防注射（集合注射）時や町内の動物病院での受診時にも行えます。	
※犬の死亡・所有者の住所の変更等があった場合には、環境政策課にご連絡ください。

■狂犬病予防注射
生後 91日以上の犬には、狂犬病予防法により、毎年一度の『狂犬病予防注射』が義務付けら
れています。犬の所有者は、飼い犬に必ず狂犬病予防注射を受けさせてください（違反した場合
は罰則があります）。注射が済むと注射済票が交付されますので、犬の首輪等に着けておいてく
ださい。町外の動物病院で予防注射を受けた場合は注射済証明書が交付されますので、環境政策
課窓口に持参して注射済票の交付を受けてください。

▲鑑札と注射済票
■狂犬病予防注射（集合注射）を実施します
▼持参品	 ▼登録済の犬❶料金：1 頭 3,400 円（注射料 3,000 円・注射済票交付手数料 400円）❷飼い主に郵送された
はがき『犬の登録・狂犬病予防注射済票交付申請書』（必要事項記入）▼新規登録の犬料金：1 頭 5,400 円（登録手
数料 2,000 円・注射料 3,000 円・注射済票交付手数料 400円）
4 月 8日（土）
南平台一／舟島ふれあいセンター

午
前

9 時00分～ 9時20分
南平台二／舟島ふれあいセンター 9時20分～ 9時30分
南平台三／舟島ふれあいセンター 9時30分～ 9時50分
上島津／上島津農村集落センター 10時00分～10時10分
下・南島津／下島津新農村集落センター 10 時20分～10時30分
追原／追原公民館 10時40分～10時50分
石川／石川農村集落センター 11時00分～11時10分
君島／君島構造改善センター 11時20分～11時30分
上条／上条構造改善センター

午
後

1 時10分～ 1時20分
塙／塙公会堂 1時30分～ 1時40分
飯倉／飯倉公会堂 1時50分～ 2時00分
飯倉ニ／飯倉二区公民館 2時10分～ 2時20分
大形／大形農村集落センター 2時30分～ 2時40分
4 月 9日（日）
寺子／寺子区公会堂

午
前

9 時00分～ 9時10分
筑見／筑見区自治会館 9時20分～ 9時40分
上本郷／本郷小学校駐車場 9時50分～10時10分
一区／本郷ふれあいセンター 10時20分～10時30分
シンワ／本郷ふれあいセンター 10時30分～10時50分
本郷／本郷ふれあいセンター 10時50分～11時00分
住吉／住吉公民館 11時10分～11時20分
二区南／うずら出張所 午

後
1 時10分～ 1時40分

二区北／うずら出張所 1時40分～ 2時00分
4 月 15日（土）
上長／上長公会堂

午
前

9 時00分～ 9時10分
福田／福田農村集落センター 9時20分～ 9時30分
下吉原／下吉原公民館 9時40分～ 9時50分
新山／新山新農村集落センター 10時00分～10時10分
上・中吉原／中吉原公会堂 10時20分～10時30分

4 月 15日（土）つづき
大砂／大砂区民館

午
前

10 時40分～10時50分
下小池／下小池田園都市センター 11時00分～11時10分
上小池／上小池公会堂 11時20分～11時30分
実穀／実穀農村集落センター

午
後

1 時10分～ 1時20分
中根／中根区公会堂 1時30分～ 1時40分
下本郷／JA茨城かすみ倉庫 1時50分～ 2時00分
4 月 16日（日）
新町・廻戸／廻戸公会堂

午
前

9 時00分～ 9時10分
大室／大室集荷所 9時20分～ 9時30分
レイクサイドタウン／レイクサイドタウン公会堂 9 時40分～ 9時50分
掛馬／掛馬新農村集落センター 10時00分～10時10分
竹来／竹来区公民館 10時20分～10時30分
北／若栗北公会堂 10時40分～10時50分
宿・西方／若栗宿区公民館 11時00分～11時30分
鈴木／鈴木区公会堂

午
後

1 時10分～ 1時30分
三区上・下／三区公会堂 1時40分～ 1時50分
一区北・上郷／上郷公会堂 2時00分～ 2時20分
一区南／一区南公会堂 2時30分～ 2時40分
4 月 22日（土）
中郷西／西郷新農村集落センター

午
前

9 時00分～ 9時10分
阿見台・西郷／西郷新農村集落センター 9時10分～ 9時20分
中郷東・霞台／宮ノ下第一公園 9時30分～ 9時50分
立ノ越／立ノ越公会堂 10時00分～10時10分
青宿／青宿公会堂 10時20分～10時40分
岡崎／岡崎公民館 10時50分～11時10分
曙東・南／曙集会所 11時20分～11時40分
富士団地／富士団地中央公園 1時10分～ 1時30分

午
後白鷺団地／しらさぎ会館 1時40分～ 2時00分

中央東・西・南・北／阿見町役場 2時10分～ 3時00分

犬の登録と
狂犬病予防注射
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〈広告欄〉

予科練戦没者慰霊祭五十回記念写真展『素顔の予科練生』の開催

予科練平和記念館だより

予科練平和記念館☎891ー3344　開館時間：月曜日を除く午前9時～午後5時

予科練平和記念館ホームページ　http://www.yokaren-heiwa.jp/

予科練平和記念館だより

『零戦』実物大模型を展示しています
予科練平和記念館開館 5周年記念事業で製作した、実物大『零
式艦上戦闘機二一型（零戦）』模型を展示しています。
毎週日曜日および祝日に、格納庫前に引き出して展示してい
ますので、ぜひご覧ください。
※雨天および強風の場合は公開中止となります
▼公開日：開館日に公開　※月曜日休館。月曜日が祝日の場合は
　　　　　翌火曜日が休館
▼時　間：午前 9時～午後 4時 30分
▼場　所：予科練平和記念館隣接の格納庫および格納庫前
▼観覧料：無料 ▲実物大で再現された『零戦』

公益財団法人海原会と予科練平和記念館の共催で写真展を開催します。厳しい訓練
を積んで、航空兵となった予科練習生にも子どもの素顔がありました。3人の予科練
練習生を中心に家族との写真を交え、訓練では見せないその素顔をご覧ください。
▼期　日：5 月 2日（火）～ 28日（日）　
　※月曜日休館。月曜日が祝日の場合は翌火曜日が休館となります
▼時　間：午前 9時～午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）
▼場　所：予科練平和記念館 20世紀ホール
▼観覧料：写真展のみ無料（通常の展示は入館料がかかります。） ▲予科練生の家族写真

◎学芸員のつぶやき
先日、元第５期甲種飛行予科練習生の中山光雄さんにお話しを伺う機会を得ました。中山さんは、昭和
14（1939）年に予科練に入隊。卒業後には空母祥

しょうほう

鳳に配属され、珊瑚海海戦を戦い、祥鳳沈没後はトラック
諸島、台湾沖航空戦、レイテ沖海戦へ向かう艦隊の掩

えんご

護など、最前線で戦い続けたパイロットです。
その戦歴は大変にすごいものですが、まず、お会いした時にはその若々しさに驚かされました。現在 94
歳で山梨県にお住まいなのですが、中山さんは「予科練魂」とおっしゃって、毎日、散歩・腕立て伏せなどの
トレーニングを行い、家事なども 1人で行ってらっしゃっていました。「私たちもかくありたい」と自然に、
そう思えるような人でした。
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〈広告欄〉

AMI AMI

ま
ち
の

で
き
ご
と

ま
ち
の

で
き
ご
と

4
月
13
日（
木
）か
ら
『
子
ど
も
た

ち
の
下
校
見
守
り
放
送
』
の
放
送
日

程
を
左
記
の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

こ
の
放
送
は
、
子
ど
も
た
ち
の
下

校
時
間
に
合
わ
せ
、
地
域
の
皆
さ
ん

に
下
校
の
見
守
り
を
お
願
い
す
る
た

め
に
昨
年
度
よ
り
実
施
し
て
い
る
も

の
で
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
放
送
日	

▼
変
更
前
：
毎
週
月
・
木

曜
日
▼
変
更
後
：
毎
週
木
曜
日　

※
休
校
日
は
除
く

s
教
育
委
員
会
指
導
室
☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
3
2
4
）

▼
期
日 

4
月
11
日（
火
）

▼
時
間 

午
前
10
時
〜
正
午

▼
場
所 

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー（
総
合
保
健
福
祉
会
館『
さ
わ

や
か
セ
ン
タ
ー
』別
館
）

▼
対
象 

当
セ
ン
タ
ー
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
人
（
入

会
承
認
制
）

s（
公
社
）町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
☎
8
8
8
ー

2
0
3
6

﹃
子
ど
も
た
ち
の
下
校
見
守

り
放
送
﹄
放
送
時
間
変
更

■
稲
敷
エ
リ
ア
広
域
バ
ス
試
験

運
行
開
始

2
月
4
日
、『
稲
敷
エ
リ
ア
広

域
バ
ス
』
の
実
証
運
行
が
始
ま
り

ま
し
た
。
今
回
の
実
証
運
行
は
、

地
域
住
民
の
交
通
手
段
を
確
保
す

る
た
め
に
県
と
県
南
地
域
5
市
町

村
（
龍
ケ
崎
市・牛
久
市・稲
敷
市・

阿
見
町
・
美
浦
村
）が
共
同
で
実
施

し
、
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
の

運
行
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

運
行
路
線
な
ど
の
詳
細
は
県

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.
pref.ibaraki.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
全
国
中
学
校
美
術
部
作
品
展

市
長
賞
等
を
受
賞

1
月
23
日
、『
第
10
回
ア
ー
ト

ク
ラ
ブ
グ
ラ
ン
プ
リ　

ｉ
ｎ

Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｉ（
全
国
中
学
校
美
術

部
作
品
展
）』に
お
い
て
竹
来
中
学

校
の
笹
平
日
奈
子
さ
ん（
写
真
左

か
ら
4
人
目
）が
堺
市
長
賞
を
受

賞
し
、同
校
の
爰
地
寧
音
さ
ん（
写

真
左
か
ら
3
人
目
）・
濱
野
桃
圭

さ
ん（
写
真
左
か
ら
2
人
目
）が
入

選
し
、
町
長
へ
の
報
告
の
た
め
来

庁
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
、
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

■﹃
道
の
駅
整
備
に
関
す
る

南
平
台
地
区
座
談
会
﹄
開
催

2
月
5
日
、
舟
島
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
﹁
阿
見
町
の
道

の
駅
の
整
備
状
況
﹂
を
テ
ー
マ
と

し
た
南
平
台
地
区
座
談
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
南
平
台
地

区
の
役
員
な
ど
22
人
が
参
加
し
、

道
の
駅
の
整
備
・
運
営
に
関
し
て

町
長
を
交
え
た
活
発
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

町
で
は
、
町
内
工
業
団
地
へ
の

企
業
立
地
・
大
型
商
業
施
設
の
開

業
と
い
っ
た
町
の
発
展
を
好
機
と

と
ら
え
、
農
業
・
商
業
・
観
光
等
の

地
域
の
産
業
振
興
を
図
る
た
め
に

道
の
駅
の
整
備
を
進
め
て
お
り
、

追
原
交
差
点
付
近
を
事
業
予
定
地

と
し
て
平
成
32
年
度
の
開
業
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

まちのできごと・インフォメーション

町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会
開
催
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AMI AMI

は
一
部
中
止
・
変
更
の
場
合
あ
り
）

▼
そ
の
他 

▼
飲
食
物
な
ど
持
ち
込

み
可
・
手
荷
物
検
査
あ
り
▼
ペ
ッ

ト
連
れ
で
の
来
場
は
ご
遠
慮
願
い

ま
す
▼
お
越
し
の
際
は
公
共
交
通

機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

s
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校

☎
8
8
7
ー

1
1
7
1

▼
時
間	

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
の

範
囲
内　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

▼
場
所 

県
立
医
療
大
学
付
属
病
院

▼
内
容 

院
内
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
支
援
・
庭
園
管
理
・
院
内
環
境

整
備
等

▼
対
象 

18
歳
以
上
で
週
2
時
間
以

上
の
活
動
を
半
年
以
上
継
続
し
て

実
施
で
き
る
健
康
な
人
（
年
間
を

通
し
て
募
集
）

▼
参
加
料 

▼
活
動
初
年
度
は
町
社

会
福
祉
協
議
会
（
☎
8
8
7
ー

0
0
8
4
）
で
自
己
負
担
で
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
保
険
に
加
入
▼
次
年
度

以
降
も
継
続
し
て
活
動
し
て
い
た

だ
け
る
場
合
、
県
立
医
療
大
学
付

属
病
院
の
負
担
で
保
険
に
加
入

▼
申
込
方
法 

電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
で
直
接
左
記
に
連
絡
し
、

説
明
会
の
日
程
を
調
整
、
説
明
会

出
席
後
に
申
し
込
む

▼
そ
の
他 

コ
ン
サ
ー
ト
等
の
音
楽

活
動
・
絵
画
展
・
写
真
展
等
も
実
施

で
き
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

s
県
立
医
療
大
学
付
属
病
院
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
推
進
委
員
会
☎
8
8
8
ー

9
2
1
2
x
8
4
0
ー

2
9
8
1

phttp://w
w

w
.hosp.ipu.ac.jp/05_

volunteer/katudou.htm

▼
期
日	

5
月
14
日（
日
）

▼
受
験
資
格 

▼
男
女
警
察
官
A
：

昭
和
59
年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

れ
た
人
で
、
学
校
教
育
法
に
よ
る

大
学
（
短
期
大
学
を
除
く
）
を
卒

業
し
た
人
も
し
く
は
平
成
30
年

3
月
31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の

人
、
ま
た
は
人
事
委
員
会
が
こ
れ

と
同
等
と
認
め
る
人
▼
男
女
警
察

官
Ｂ
：
昭
和
59
年
4
月
2
日
か
ら

平
成
11
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
で
、
警
察
官
Ａ
の
受
験
資

格
に
該
当
し
な
い
人
（
10
月
1
日

か
ら
勤
務
可
能
な
人
に
限
る
）

▼
こ
の
他
に
も
条
件
が
あ
り
ま

す
。
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

▼
募
集
期
間 

4
月
25
日（
火
）ま
で

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
締
切
は

4
月
24
日（
月
）午
後
5
時
ま
で

▼
採
用
予
定
日 

10
月
1
日
ま
た
は

平
成
30
年
4
月
1
日

s
県
警
察
本
部
警
務
部
警
務
課

〒
3
1
0
ー

8
5
5
0
水
戸
市
笠

原
町
9
7
8
ー

6
☎
0
2
9
ー

3
0
1
ー

0
1
1
0

phttp://w
w

w
.pref.ibaraki.jp/

kenkei/saiyo/ibarakipc_site/

平
成
28
年
12
月
7
日
付
で
町
民
か

ら
﹁
水
道
事
務
所
太
陽
光
発
電
設
備

設
置
工
事
に
関
す
る
損
害
賠
償
を
求

め
る
請
求
等
﹂
に
つ
い
て
住
民
監
査

請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
監
査
結
果 

本
請
求
に
対
し
町

監
査
委
員
は
、
太
陽
光
発
電
設

備
設
置
工
事
に
係
る
契
約
お
よ

び
公
金
の
支
出
の
違
法
ま
た
は

不
当
を
理
由
に
損
害
賠
償
を
求

め
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
監
査

請
求
期
間
を
徒
過
し
て
お
り
不

適
法
で
あ
る
た
め
こ
れ
を
却
下

し
、
そ
の
余
の
請
求
に
つ
い
て

は
町
に
損
害
が
生
じ
て
い
る
と

は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
こ

れ
を
棄
却
し
ま
し
た
。
※
監
査

結
果
は
役
場
2
階
監
査
委
員
事

務
局（
総
務
課
内
）お
よ
び
町
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

s
町
監
査
委
員
事
務
局（
総
務
課
内
）

☎
8
8
8
ー

1
1
1
1
（
2
1
5
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ（
認
知
症
カ
フ

ェ
）と
は
、認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族・

地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
専
門
家

本
郷
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
︵
認
知

症
カ
フ
ェ
︶
開
所
式
開
催

等
が
集
ま
り
、
飲
み
物
や
お
菓
子
を

囲
み
な
が
ら
交
流
し
、
認
知
症
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
場
で
す
。

『
本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
』
に

本
郷
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
を
新
た
に

開
設
す
る
に
あ
た
り
、
開
所
式
を
行

い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時	

4
月
27
日（
木
）午
後
1
時

30
分
〜
3
時
30
分

▼
場
所	

本
郷
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

▼
内
容	

▼
開
所
式
実
施
後
、
懇
談

会
や
認
知
症
予
防
の
た
め
の
軽
い

体
操
・
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
歌
唱
等

を
実
施
▼
町
内
薬
局
の
薬
剤
師
に

よ
る
お
薬
相
談
会
を
開
催

▼
今
後
の
開
催
日 
毎
月
１
回
の
開

催
を
予
定
（
詳
細
は
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
予
定
）

▼
そ
の
他 

申
込
不
要
・
参
加
料
無

料　

※
会
場
の
収
容
人
数
を
超
え

た
場
合
は
入
場
を
ご
遠
慮
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す

s
オ
レ
ン
ジ
の
会
代
表　

難
波

☎
8
8
7
ー

7
4
8
6

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
で
は
桜
の

開
花
に
伴
い
一
般
開
放
を
行
い
ま
す
。

▼
期
日 

4
月
8
日（
土
）・9
日（
日
）

▼
時
間 

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

▼
場
所 

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校

▼
催
し
物 

野
外
売
店
・
広
報
地
区

公
開
・
ア
ン
バ
サ
ダ
ー
ミ
ニ
ラ
イ

ブ
・
ち
び
っ
こ
広
場
等
（
雨
天
時

県
立
医
療
大
学
付
属
病
院

病
院
内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

県
警
察
官
採
用
試
験
実
施

住
民
監
査
請
求
の
結
果
に

つ
い
て

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
の

一
般
開
放

インフォメーション
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AMI AMIインフォメーション

■宝くじの助成金でコミュニティ活動用品を整備しました
町消防団女性部では、町民・学生等を対象として実施している防火防災教室など

の活動を充実させるため、（財）自治総合センターの「平成 28 年度コミュニティ
助成事業」を活用して、視聴覚用備品を整備しました。
この助成事業は、宝くじの社会貢献広報活動として、宝くじの事業収入を財源
とする支援制度であり、地域コミュニティ活動の環境が充実することにより、各
地域での自治活動の活発化が期待されます。
▼購入した備品
▼カメラ 1台▼ビデオカメラ 1台▼三脚 1組▼電子ピアノ 1台▼ワイヤレススピーカー 1個▼ノートパソ
コン 1台▼プロジェクター 1台▼スクリーン 1組
s交通防災課☎ 888－1111（279）

▲幼児を対象とした防火防災教室 ▲高齢者を対象とした防火防災教室 ▲全国女性消防団員活性化大会での発表

町
体
育
協
会
か
ら

▼
期
日	
4
月
16
・
23
日
、
5
月

14
・
28
日
、
6
月
11
・
25
日
、
7
月

9
・
23
日
、
8
月
6
・
20
日
の
日
曜

日
（
全
10
回
）

▼
時
間	

午
後
1
時
〜
3
時

▼
場
所	

中
央
公
民
館
3
階
集
会
室

▼
参
加
料 

3
5
0
0
円
（
そ
の
内

5
0
0
円
は
町
体
育
協
会
登
録
費
）

▼
申
込
方
法 

開
講
日
に
会
場
で

受
付

s
町
体
育
協
会
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
部

村
田
☎
0
9
0
ー

3
3
3
9
ー

5
1
2
5

▼
期
日 

▼
土
浦
：
4
月
7
日（
金
）

▼
水
戸
：
4
月
10
日（
月
）

▼
時
間 

午
前
9
時
30
分
〜
正
午

▼
場
所 

▼
土
浦
：
県
南
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
（『
ウ
ラ
ラ
ビ
ル
5
階
』

土
浦
市
大
和
町
）▼
水
戸
：
県
開
発

公
社
（
水
戸
市
笠
原
町
）

▼
そ
の
他 

事
前
申
込
不
要

s
㈳
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

☎
0
2
9
ー

2
4
6
ー

1
2
2
2

茨
城
い
の
ち
の
電
話
で
は
3
6
5

日
・
24
時
間
体
制
で
電
話
相
談
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員

と
し
て
活
動
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

▼
研
修
期
間	

6
月
〜
平
成
31
年
3
月

▼
研
修
場
所	

つ
く
ば
市
周
辺

▼
対
象	

23
歳
以
上
の
人
で
い
の
ち

の
電
話
の
趣
旨
に
賛
同
し
活
動
に

積
極
的
に
参
加
で
き
る
人

▼
募
集
人
数 

40
人
程
度

▼
申
込
期
間	

5
月
8
日（
月
）ま
で

s
社
会
福
祉
法
人
茨
城
い
の
ち
の
電

話
事
務
局
（
つ
く
ば
）
☎
8
5
2
ー

8
5
0
5

▼
日
時 
4
月
16
日（
日
）午
前
9
時

30
分
〜
午
後
4
時
（
受
付
9
時
）

▼
場
所 
中
央
公
民
館
2
階
和
室
他

▼
参
加
料 

▼
一
般
：
5
0
0
円

▼
高
校
生
以
下
：
無
料　

※
昼
食
・

飲
み
物
は
各
自
持
参

▼
そ
の
他 

事
前
申
込
不
要
（
当
日

直
接
ご
来
場
く
だ
さ
い
）

s
阿
見
囲
碁
同
好
会
田
中

☎
8
4
1
ー

2
2
7
0

広
報
あ
み
1
月
号
お
知
ら
せ
版

﹁
ま
ち
の
で
き
ご
と　

紙
芝
居
の
会

レ
イ
ン
ボ
ー
県
教
育
長
感
謝
状
受

賞
﹂
で
『
読
み
聞
か
せ
活
動
を
町
立

図
書
館
で
39
年
間
に
渡
り
実
施
』
と

あ
る
の
は
『
読
み
聞
か
せ
活
動
を
町

立
図
書
館
で
平
成
9
年
4
月
か
ら
実

施
』
の
誤
り
で
す
。

お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

s
図
書
館
☎
8
8
7
ー

6
3
3
1

﹃
社
交
ダ
ン
ス
入
門
講
習
会
﹄

参
加
者
募
集

不
動
産
鑑
定
士
に
よ
る
不
動
産

無
料
相
談
会

﹃
茨
城
い
の
ち
の
電
話
﹄

電
話
相
談
員
募
集

﹃
春
季
囲
碁
大
会
﹄
開
催

お
わ
び
と
訂
正
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人権相談／行政相談
日　　時	 4月6日（木）　午前10時〜午後3時
場　　所	 役場 3階 301会議室
問い合わせ	 総務課☎ 888ー1111（215）
子育て相談
電話・来所相談	 月〜金曜日 午前 9時〜午後 4時
場　　所	 中郷保育所内
訪問相談	 随時受付
問い合わせ	 地域子育て支援センター☎ 891ー2772
教育相談
日　　時	 火〜金曜日 午前 9時〜午後 3時
場　　所	 図書館となり
問い合わせ	 教育相談センター（やすらぎの園）☎ 888ー1225
心配ごと相談
日　　時	 水曜日 午後 1時〜 4時
弁護士相談	 月 1回午後 1時〜 3時 30 分　※弁護士相談

は毎週水曜日の心配ごと相談にて要予約
場　　所	 総合保健福祉会館『さわやかセンター』相談室
問い合わせ	 町社会福祉協議会☎ 887ー0084
高齢者総合相談
日　　時	 月〜金曜日 午前 8時 30分〜午後 5時 15分
場　　所	 町社会福祉協議会内
問い合わせ	 �町地域包括支援センター☎887ー8124
消費者相談
日　　時	 月〜金曜日　午前9時〜正午、午後1時〜 4時
場　　所	 役場 1階町消費生活センタ−
問い合わせ	 町消費生活センタ−☎ 888ー1871
交通事故相談
期　　日	 月〜金曜日
時　　間	 午前 9時〜正午、午後 1時〜 4時 45分
弁護士相談	 水曜日　午後 1時〜 4時　※要予約
場　　所	 県土浦合同庁舎
問い合わせ	 県南地方交通事故相談所☎ 823ー1123

『広報あみ』は、毎月第 2・4（12月は第 3）金曜日発行です。
下記公共施設等にも備えてありますので、ご利用ください。
▼公共施設：役場 1階正面玄関・ロビー、役場 2階秘書課、
うずら出張所、総合保健福祉会館『さわやかセンター』、
中央・かすみ・君原の各公民館、本郷・舟島の各ふれあい
センター、予科練平和記念館、町民活動センター

▼その他の施設：阿見・中央一・阿見原・青宿・実穀・君原の
各郵便局、常陽銀行阿見・荒川沖東の各支店、筑波銀行
阿見・荒川本郷の各支店、水戸信用金庫阿見支店、茨城
県信用組合阿見支店

●人口と世帯●

●公共機関電話番号●●防災行政無線フリーダイヤル●
防災行政無線で放送された内容は、下記の
フリーダイヤルの電話でも確認することがで
きます。（通話料は無料です）

●定例相談●

阿見消防署管内調べ
出場件数 163件（349）

※救急車の適正な利用を
お願いします

急　　病 109件（ 238）
交通事故 14件（ 30）
一般負傷 22件（ 46）
そ の 他 18件（ 35）
合　　計 163件（ 349）

4 月の納税等
固定資産税（1期）
介護保険料（1期）

納期限 5月 2日（月）

5 月の納税等
軽自動車税（全期）

納期限 5月 31日（火）

救急車出動状況　2月（年累計）

※納期限後に納付される場合、納付までの日数により延滞金がかかります

●あみメール登録お願いします●
スマートフォン・携帯電話で
t-ami@sg-m.jp宛てに空メール
を送信するか、または左記QRコ
ードを読み取り、専用サイトにア
クセスして登録してください。▲ＱＲコード

0120-131-813

▽ 3月 1日現在
▽常住人口ベース
▽（　）内は前月比
▽情報広報課調べ

●総人口　47,465人 (－ 29）
●男　性　23,497人 (－ 22）
●女　性　23,968 人 ( － 7）
●世帯数　19,076 世帯 (＋ 1）

うずら出張所	
☎ 841ー1167
健康づくり課	
☎ 888ー2940
福祉センターまほろば	
☎ 887ー3969
地域子育て支援センター	
☎ 891ー2772
阿見消防署	
☎ 887ー0119
火災情報案内	
☎ 0297ー64ー0119
上下水道課	
☎ 889ー5151
霞クリーンセンター	
☎ 889ー0091
中央公民館	
☎ 888ー2526
君原公民館	
☎ 889ー1363
かすみ公民館	
☎ 888ー8111

本郷ふれあいセンター	
☎ 830ー5100
舟島ふれあいセンター	
☎ 840ー2761
図書館	
☎ 887ー6331
予科練平和記念館	
☎ 891ー3344
総合運動公園	
☎ 889ー2788
教育相談センター	
☎ 888ー1225
町民活動センター	
☎ 888ー2051
町男女共同参画センター	
☎ 896ー3181
消費生活センター	
☎ 888ー1871
町民ダイヤル（休日当番医・
定例相談等のテレホンサー
ビス）☎ 887ー6600

役場開庁時間（土・日・祝日・年末年始を除く）
午前 8時 30分～午後 5時 15分
※日曜開庁あり（『広報あみ』お知らせ版参照）


